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れ感が出現した． 同年7月当院内科入院後， Basilar 
impressionを疑われ，当科紹介入院となった （入院











































































香川医大整形外科 O松井 稔，林 春樹
岡田孝三，上野良三
我々は最近脊椎カリエスの2例を経験し，診断上の
問題点及び外科的治療，特lζ後方固定術の適応につき
文献的考察とともに報告する．
症例1は52才の男性で擢患部位は第6, 7胸椎であ
る．当初疹痛も軽く診断（C難渋したが， CTscan lこよ
り初めて脊椎カリエスと診断しえた．症例2は62才の
男性で羅患部位は第1,12胸椎である．早期離床を目
的としてまず Luquerodを用いた後方固定術を行な
いーその後2期的IC前方除圧術を施行した．
本症例の経験より， CT特に enhancedCTは脊椎カ
リエスの診断に有用であり，手術lζ際しでも病巣の拡
がりを正確に把握することが可能であった．また症例
2のように催患部位が元来不安定性の強い胸腰椎移行
部で，かっ椎体の破壊が強く，高齢者で早期離床が必
要な症例には，instrumentationを用いた後方固定術の
併用も考慮されてよいと考えられた．
